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正誤表（図書館フォーラム第3号）

圏 国
23ページ左段 18行目 因しV上いる 因し工いる（不鮮明なため）

44ページ左上端部 ページを示す仕Qを記入

65ページ左段下より 6行目 やっばり電動書架に やっぱりテレリフトに

65ページ右段19行目 もう一つは電動書架、 もう一つはテレリフト、



『図書館フォーラム』投稿要項

『大学図書館研究』の原稿募集要項に準じて、概要次のよ

うに定める。

(1) 原稿執筆者の範囲

原則として、依頼記事•寄稿記事いずれの記事の場合で

も、本学の教育職共並ぴに本学図書館所属専任事務職員を

執筆者とする。

(2) 原稿の内容

次のいずれの場合でも、執筆者自身の未発表原稿とする。

ア 研究論文・研究ノート

イ 図書館に関する調査・意見

ウ 本学所蔵資料の紹介

工 図書館職員のレポート

オ その他図書館に関する記事

(3) 収載

寄稿原稿が予定の紙幅を超える件数があったときは、収

載順序を図書館長が決める。

(4) 謝礼

依頼記事の執筆者（図書館職員は除く）には、若干の謝

礼と掲載号5部を贈呈する。寄稿記事の執筆者（署名記事

執筆者）に対しては、 1編につき掲載号5部を贈呈する。

ただし、いずれの場合でも抜き刷りは提供しない。

(5) 投稿先

関西大学図書館図書情報管理課

（云06-368-1121、内線4312)

(6) 執筆要領

ア原稿は原則として横書きとする。

イ原稿用紙を用いる場合は、本誌lページにつき2070字

相当とする。ワープロを使用の場合も同様とし、 1行

を23字とし45行を 1ページとしてA4判用紙に出力の

こと。また、本文中に図・表または写真を掲載すると

きは、その相当分の字数を割愛する。

ウ原稿は次の順に記載する。

①標題、②執筆者名、③本文、④注記、⑤引用文献、

⑥参考文献、およぴ⑦職名・執筆者名のひらがな。

工原稿の表記は、次に従うものとする。

①漢字は原則として常用漢字を用い、新かなづかいに

よる。書誌学的な理由などから、特に18字体を使用

する必要がある時は、原稿用紙の右欄外にその旨を

記す。また、欧文原稿を除き句読点は「。」「、」を

用いる。

②数字は、引用文およぴ漢語の一部として漢数字が習

慣的となっている場合を除き、原則としてアラピア

数字を用いる。

③引用文献、参考文献の記載方法は、次のとおりとす

る。

a.雑誌論文の場合

筆者名“論文名’'『雑誌名』巻（号）年月 ペ

ージ。

b.図書の中の一部引用の場合

著者名“論文標題＂『書名』（図書の著編者名）

出版地出版者出版年ページ。

C. 図書の場合

著者名『害名』出版地出版者出版年。

d.欧文の場合は、著者名を転置形として、雑誌名

または書名には『 』を付さずにアンダーライ

ンで示す（印刷では、イタリック体活字にな

る）。

〔例〕 Downs,Robert B. "How to start a library 

school." ALA Bulletin 52 (6), 1995. 6, pp. 32-

48. 

オ図・表は、図 1図2、表 1表2、figlのように記す。

図または表を電算等で出力したものをそのまま使用す

るときは、鮮明なものを用いる。写真は出来るかぎり

モノクロームを用いる。図、表、写真には、その裏に

執筆者名、標題、図 l図2、表 1表 2のように番号を

鉛筆書きのこと。

力校正は、初校を執筆者に依頼し、 2校H以降は図害館

が行うのを原則にするが、必要のある場合2校H以降

についても執筆者の協力をえるものとする。

以上



編集後記

『図書館フォーラム第 3号』発行までようやくこぎつけることができました。

初めて編集業務に携わり、右も左もわからなかった私は、これまでの業務とは「ひと味」違

った純粋な喜びと、達成感をかみしめています。

本号には、新しい企画が盛りだくさんです。

「講演記録」では、初めて関西大学の構成且以外の方々（文化女＋大学教授 山本信男氏、

人阪大学講師 田中規久雄氏、 I"]大学院生 福島力洋氏）に執筆していただきました。

「図書館n己点検・評価委員会」に関しては、 2年に 1度の報告の他、委員長（図書館長）
山野博史先牛の斬新な提案により実現した、若手図書館員か語る「座淡会」の内容を掲載して

います。

平成10年4月より、「WW 「̀版蔵書検索システム」が本運用を1非l始します。このシステムに

は、大変なじみやすい「KOALA （コアラ）」という愛称がつけられました。使い勝手のよ

いものですので、この愛称と同様、なじんでいただけると思っております。

本号には紹介されませんでしたが、約 1年かけて検討、着手してきた「関西大学図書館ホー

ムページ」の全面改訂版が平成10年度より、いよいよ運用を開始することになりました。その

内容は多様で、学内外に広くアピールできる、より魅力的なものに変身しておリますので、ご

期待くださし‘o

このように関西大学図書館は、これまでの伝統を大切にするだけでなく、常に新しいものを

追い求めています。そして今後もそうあり続けるよう、期待してやみません。

故後になりましたが、ご寄稿いただいた方々には、年未年始、そして人試と、特にあわただ

しい時期にもかかわらす、快くご執策くださいましたことに、心より感謝いたします。編集の

際、励ましてくださったり、ご協力いただいたりした多くの方々に、）早くお礼IIIしあげます。

なお、執予行の肩書・部署は平成10年3月31Fl現在のものであることを付記します。

（市原亜希子）
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